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神道研究選集 全６巻 
神道とは何か？ 
神道と神社の存在意義が高まっている昨今、 
その研究の手掛かりになるであろう基礎的研究を
復刻する。 

近代神道研究の出発点となった 
宮地、西田、津田の三氏による著作六冊を収録。 

▼ 第4巻「神道史の研究 第二」より 

『神道研究選集』 刊行にあたって 

 現代社会において神道と神社の存在意義は益々高まっている。その学問研究は、近世国学に始まり、近代の
宮地直一(1886-1949）によって大成された。宮地は明治四十二年（1909）内務省入省後、二十三歳
で國學院大學の前身である皇典講究所で開催された神職講習会において「神祇史」講座を担当する。その講
義録が翌年、「皇典講究所國學院大學出版部」から『神祇史』と題して出版された。その内容は、神代史（神
話）と歴史を区別し、客観的立場から神道を語り、仏教・陰陽道との交渉についても深く言及している。つづい
て『続神祇史』が刊行された。これらの二書は、宮地最初の著作であり、神道研究の出発点になった。以後、数
多くの神道史に関する研究著作を書き続けていったが、これらの原点に『神祇史』『続神祇史』があげられる。 
 ついで宮地の神道史学の学問を受け継いだのが、元國學院大學教授西田長男(1909-1981）である。西
田は神道を把捉する方法として、実証的な歴史的事実にこそ、不合理ではあるものの、いわば真実があるので
はないかと指摘し、神道史の特色は、神学にあるのではなく、政治や文学・芸術などを含めた世俗の歴史のなか
にあると捉えている。そして、戦前と戦後にわたり数多くの古代から近代へ至る神道史を明らかにした。本選集に
は、西田の『神道史の研究』『神道史の研究第二』『日本古典の史的研究』の三書を収録した。 
 近年、「神道」の用語の解釈をめぐって議論が沸騰している。その研究の基礎とされているのが、津田左右吉
(1873-1961）の『日本の神道』に収められた「神道の語の種々の意義」である。神道とは何か。その基礎的
学問を知る上で、宮地・西田・津田の三氏による六冊の著作は、研究の手掛かりになるだろう。 

（國學院大學教授 岡田莊司） 
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収録一覧 

第1巻 神祇史 
●宮地直一著／明治43年12月／皇典講究所國學院大學出版部 
【内容】 古代の国民思想と神社の成立、建国の神事、神人の分離、大己貴命及び神裔の神社、征韓の役と神社、韓国干渉
に見はれたる神社、儒教と仏教との影響、大化の改新と神祇制度の確立、神仏習合説の起源、八幡神と春日神、平安朝初
期の概観、神階と把笏、東国鎭護と外敵降伏の諸神、延喜式に見はれたる神社の観念、神事の紊乱、二十二社の発生、一
宮と総社、熊野と伊都伎島、神仏習合説の発達、陰陽道との交渉、当代の神祇に対する観念 
 

第2巻 続神祇史 
●宮地直一著／明治45年7月／集成堂 
【内容】 朝廷の御敬神、日吉と熊野との繁昌、幕府の神社に対する方針、幕府の敬神、祭祀の推移、神人の横暴、承久及
び元寇の役に於ける神社、神仏習合説の完成、当代の神社、神体、神饌、調度及び装飾、建築、祭典、行事、神符及び占
卜、社領、別宮及び末社、新しき神祇、当代の神職、思想界の変遷 
 

第3巻 神道史の研究 
●西田長男著／昭和18年11月／雄山閣 
【内容】 神道史の理念、古代日本人の善概念、伯家に於ける書紀研究の伝統、両部神道の社会経済史的考察、吉田神道
の成立期に就いて、神道の死の概念と仏教との関係、慶長勅版中臣祓と吉田家に於ける神書の開版、吉川神道の道統に就
いて、再び吉川神道の道統に就いて、日本魂論の源流としての望楠軒神道、本居学の系譜、本居宣長のものゝ理念のしかた、
大教宣布の運動とその神観 
 

第4巻 神道史の研究 第二 
●西田長男著／昭和32年12月／理想社 
【内容】 神社の史的考察（平野祭神新説、宇佐八幡宮成立の周遍、石清水八幡宮の剏立、荷田氏所伝の稲荷社縁起、
熊野九十九王子考）、神道思想の形成と展開（造化三神に就て、神聖観念とその分化に連関して、伊勢神道と中世仏教と
の関係、神皇正統記の本地垂迹思想、三教枝葉花実説の成立、本地垂迹説の終末に就て、唯一神道の食肉裁許状の思
想史的意義、三社託宣の制作、武家封建の教学としての吉川神道、千家清主の鈴屋入門）、神道古典の諸問題（天武天
皇の古事記・日本書紀の撰録、記序異見、日本書紀の歴史思想、中臣寿詞攷、風土記の撰進、古事記の伝来に就ての一
資料、伊勢本古事記の伝来に関する一、二の資料、在伊勢古鈔本と在尾張古鈔本との関係に就て、藤原能信作といふ「大
鏡第二神代巻初一」に就て、藤原宣賢の日本書紀抄に就て 
 

第5巻 日本古典の史的研究 
●西田長男著／昭和31年1月／理想社 
【内容】 古事記・日本書紀の歴史的信憑性、古事記・日本書紀・風土記の原資料、神宮・神社の記録、古事記の仏教的文
体 
 

第6巻 日本の神道 
●津田左右吉著／昭和24年9月／岩波書店 
【内容】 神道の語の種々の意義、奈良朝までの思想に於いて、平安朝時代の思想に於いて、いはゆる伊勢神道に於いて、正
通兼良の思想及び卜部家の神道に於いて、江戸時代前半期の神道説に於いて、国学者の思想に於いて、概括と余説、附録
（祭政一致の思想について、役行者伝説考、愚管抄及び神皇正統記に於けるシナの史学思想 
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